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第1章　 緒 言 並 に 文 献

1857年R. Virchow1)2)は 植物 組 織 の 観 祭 に よつ

て細胞分裂 のあ る ことを発 見 し,す べ て の 細 胞 は細

胞 に由来す る と説 き,細 胞病 理学 発 達 の 基 礎 を確 立

した.し か しな が らその研 究 の 内 容 を仔 細 に 検討 し

てみ るとVirchowの 細 胞病 理 学 は む しろ 組 織病 理.

学的段階 にと どまつ て,病 体 の単 位 と して の 細胞 の

病理を論ず る ことは少 かつ た.そ の 後 今 世 紀 の初 め

に至つて細胞顆 粒 の研 究が勃 興 して 所 謂顆 粒 病 理学

の時代 に入 り,よ うや く細 胞 単位 の 病 理学 の体 係 を

整えて来た.

以前 より細胞核 内 には あ る特異 な 燐 含 有 蛋 白の 存

在す る こ と が 知 ら れ て い たが, Hanimarsten3),

 Kossel4)の 詳 細な研 究 に よつ て 初 め て これ が 核 蛋

白と呼ばれ るに至 つた. Miescher5)は 膿 球 の 核 か ら

特異な物質 を発見 し,こ れ が 核内 に限 局 して存 す る

ものである ことが明 らか と なつ た の でAltmann6)は

これを核酸 と命名 した.そ の 後 これ は塩 基性 で 硫 黄

を含有する蛋白,即 ちHiatonと 結 合 して核 蛋 白 と

して核内 に存在 し,加 水 分 解,も し くは 消化 され る

ときは核酸が遊離 す るもの で あ る こ とが 明 らか とな

つた.ま た核 とは 無関係 に細 胞原 形 質 内 に一 種 の 核

酸のある ことがA, Meyer7), Schumacher8,等 によ

り証明 され た.ま た1928年 に はFeulgen9)反 応 が

発見され,こ の反 応 は核 内 核酸 に 特 異的 に作 用 す る

ことが明 らか とな り,こ の反 応 で 染 色 され る もの は

高分子デ ゾキシ リボ核酸(高 分 子DNA)と 称 せ ら

れ,一 方原 形質 内 核 酸 はCasperson10)の 紫 外 線顕

徽鏡的応用, Brachet11)の リボ ヌ ク レアー ゼ の応 用

を端緒 として飛躍的 な進 歩 を と げ,こ れ は リボ核 酸

(RNA)と 称 せ られ る に至 つ た
.

DNAとRNAと は 化学 構 造 式 は 似 て い うが
,試

験管内では転換 することは現在まで不可能であり,

一方生体内では未だは つ きりと した結 論がな く
,

 Brachet12)は 互に転換 しう る もの であるといい,

 Hevesy13)は これ に反対 している.

1932年 浜崎教授14)は ケ トエノール物質(KES)

を初めて汞親和性物質の名前の もとに発表 し,次 で

1948年 同氏15)は 独 自の立場か ら石炭 酸フクシン沃

度法(KFJ法)な る特殊 染 色 法 に成功 し,こ れに

よつて染まるKESは 浜崎のFeulgen改 良法及び種

々の化学的検索 にりよ低分子デ ゾキシ リボ核酸(低

分子DNA)な ることを立証 し,従来DNA系 物質は

原形質内 には存在 しないといわれていたのであるが,

これが原形質内にも存在することを明 らかにし,こ

れをケ トエノール顆粒(KEG)と 称す るに至つた.

従 来核内物質が原形質内 に出た場合は強い原形質毒

とな り,細 胞は死滅す るものとされていたが, KEG

は リポ イ ドと結 合 して原形質無毒の状態となつて

存在 して い る こ とが 明 ら か とな つ た. KESが

多 量 の リポ イ ドと結合 したときはケ トエノール リ

ポ イ ド(KEL)と な り,両 者 の 区 別 は パ リ フト

水分別でKEGは 呈 色 性 を減 弱す るか,或 は消失

す るのに対 し, KELは 呈色性を減 弱 しないか,む

しろ呈色性を高 めることで区 別 され る. KEGは 固

定剤に よ りCr. KEG, Fe. KEG, Cu. KEG及 び

Hg. KEGの4種 に区別 されているが,そ の中クロ

ームケ トエノー ル顆粒(Cr. KEG)は 最 も多 く原形

質内に現 われて常在 し,最 も高分子の核酸であり,

 4種 のKEGの 中で最 も代 表 的 な ものである.昇

汞 ケ トエノール顆粒(Hg. KEG)は 最 も低 分 子の

核酸であり, KES代 謝の終 末産物 とみな されてお

り,組 織間隙に現われる ことが多 いとされている.

KEGは その由来によつて外来性KEGと 内 生性

KEGの2種 に分 け られ,内 生性KECは 細胞核
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DNAの 代謝または分解産物であつて局 所的 に発生

す るもので,必 らず核の一 端に出現 して1～2個 核

膜肥厚結 節 として現われたり,粒 側 に小帽伏に附着

す ろ.外 来性KEGは 内生性KEG以 外 の原形質内

KEGを 総括する もので,既 成のKESと して細胞

外か らとり入れた もの及びKESの 構成成分 として

細胞内に入 り,原 形質内 で合成 されたKEGで あつ

て,原 形質内に瀰 漫性 に存在する.外 来性KEGは

また通常大小不同で形 も類円形,稜 角形,塊 状等を

な し,胞 体内に広 く分布 しているが,胞 体辺縁 に近

い ものは一 般 に 粗 大 で あ る.ま た 動物 の外来性

KESは 主 として小腸か ら吸収 されたのち一部 は血

液 中に も吸収 され るもののよ うであるが,他 の大部

分は淋 巴系 に入 り,各 所の身体細胞内 に栄養素 とし

て貯え られるのである(浜 崎16)).

KESは 一 般に蛋白合成 以外の面 でエネルギー消

費の大 なる臓器 に多 く存在す る傾向があり,心 筋,

細尿管上皮な どにKESは 豊富で ある(浜崎17)).ま

た大脳神経細 胞は神経機能を営み,大 なるエネルギ

ーの消費がな されるので あるか ら, KESに 富んでい

うと考え られるのであ るが,事 実は之に反 し, KES

は比較的乏 しいので ある.し かし神経細胞の エネル

ギー貯蔵所 と目され らるニ ッスル灰白には無数の微

細な顆粒状のKEGが 豊富 に存在 してお り,し か も

この ものは恐 らくは神経細胞の突起内又は これに附

着 して存す るで あ ろうといわれて いる(浜 崎18)).

KEGの 変化を検索 した主な業績を拾つてみ ると,

浜崎,小 西19)は 兎を 飢 餓 に陥 らしめると, 5～7

日の内 に外来性KESが 消失 し,内 生性KESが 残

ることを 明 らかに し,浜 崎,佐 藤20)は ハ ッカネズ

ミにX線 照射を行つた所, KESは 初 め は著 しく少

くな り,暫 くして正 常より増加 し,段 々に平常 に復

帰することを 報 告 して いる.三 船21)は 新鮮組織を

無菌的 に37℃ に保存 し,時 間 の経過 に従つてCr.

 KEG及 びHg. KEGの 死 後 変 化を追求 し, H. E.

染色でほとん ど変化の見出 し得ない時期において も,

 KEGに は即に変化のあることを明 らかに した.教

室の立花22)は この 三 船 の実 験 に ヒン トを得て,

 H. E.染 色或 はニ ッスル染色で ほ とん ど器 質的変化

の見 られないよ うな いわゆる潜在性脳局所 アナフ ィ

ラキシー(以 下潜在性脳局アと略記する)動物脳にお

いて神経細胞内KEGを 検索 したな らば何 らかの変

化を見出 し得るのではなかろうかと考え,卵 白及び

非働化牛血清を もつて潜在性脳局ア猫を生成 して カ

ルヂアゾール による痙攣閾値が下降 している ことを

実証するとともに大脳皮質運動領及び レンズ核の神

経細胞内KEGを 最終効果注射後2ケ 月までのもの

につ いて 検索 し,皮 質第5層 における大錐休細胞内

KEGの 著明な 増 加 と ニ ッス ル灰白におけるKEG

の減 少とを認めることができた,こ のことから潜在

性脳 局ア猫の神経細胞は機能亢進状態にあることを

明 らかにした.教 室の新山23)は 潜在 性脳局ア猫の

ほか,潜 在性脳局ア家兎を も用いて立花の実験に比

し,さ らに長期間生存せ しめた比較的陳旧なものに

ついて そ の大 脳 皮 質 運 動 領 と レンズ核について

KEGの 変化を観察 し,神 経細胞内Cr. KEGは 最終

効果注射後6ケ 月頃までは正常大の顆粒が増加 して

いて細胞機能の九進が うかがわれるが, 10ケ月にな

ると神経細胞はケ トエノール変性に陥ることを明ら

かにした.ま たニ ッスル灰白のKEGは 時日の経過

とともに減 少す る傾向にあることを報告 している,

上記立花物,新 山23)の実 験 か ら類推 してもわか

る如 く常 に脳波上 にspikeを 示 す ところの真正癲

癇 患者 の大脳皮質前運動領(分 野6)の 神経細胞内

KEGに も正常 と異な る何 らかの変化を見出すこと

ができるのではないかと考え られる.そ こで私は真

正癲癇患者の大 脳 皮質は果 してhypereeneitiveで

あるか否か,す なわ ち痙攣準備状態を有するや否や

を究明せん とする目的から,真 正並びに症候性癲癇

患者及び対照 として非癲癇患者につき大脳皮質前運

動領(分 野6)のKEGの 分布状態を観察せんとし

て本実験を試みたのである.

第2章　 実 験 方 法

1)対 照群 として,ア テ トーゼ,脳 腫瘍等の非

癲癇性脳疾患を選び,こ れを第1群 とした.症 候性

癲癇を第2群 とし,真 正癲癇を第3群,真 正癲癇に

して手 術前 日10%カ ルヂアゾールを以て痙攣誘発試

験を行つた もの(以 下真正癲癇+痙 攣誘発群と略記

す)を 第4群 とした,真 正癲癇 と症候性癲癇との区

別 は開頭時皮質脳 波 に よ り明 らかにspikeを 認め

たものを真正癲癇 と した.

II)染 色法

開頭術に際 し,治 療の目的を以て大脳皮質前運動

領(分 野6)を 切除 して得 た組織を直ちに約4mm

の厚 さに切 り取り,固 定剤に入れた.こ の組織は勿

論すべて 肉眼的には何等器質的変化のないものを採

つた.つ いでパラフ ィン包 埋 にし,標 本は厚さ4μ

とな し,浜 崎教授のKFJ法 にて染 色するとともに

0.25%バ リット水で分別を行 い,リ ポイドとの鑑別
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に供した.

Ⅲ)組 織学的検索法

検査成績を一定 にし,正 確を期する目的で組織の

辺縁部及び中心部 を除外 し,両 者の中間部 を選んで

検索した.な お浮腫,出 血等 器質的変化のある もの

は除外した.

第3章　 実 験 成 績

開頭術を施 した50例の患者を前述の如 く4群 に分

ち,大脳皮質前運動領(分 野6)のCr. KEG, Cr.

 KEL及 びHg. KEG, Hg. KELに つい て検 索 した.

なお顆粒の分布度を示すため便宜上次 の如 き符号

を用いて,こ れを比較 した.

1)神 経細胞にあつては600倍 拡大にて5視 野中

1細胞内顆粒数のモー ドをとつて これを示 した.

(-) 4以 下

(+) 5～9

(+) 10～19

(〓) 20～29

(〓) 30以上

2)一 ッスル灰白にあつては600倍 拡大にて5視

野中1視 野顆粒数のモー ドを とつてこれを示 した.

(-) 9以 下

(±) 1019

(+) 20～49

(〓) 50～99

(〓) 100以上

第1節　 神経細胞 内KEG及 びKELに つ

いて

第1項　 Cr. KEG及 びCr. KELに つ いて

1)第1群(非 癲癇群)(第1表)

非癲癇患者14例の標本につ いて検索 した.顆 粒の

形は大体類円形で直径1.0～3.0μ 位の大きさで,紫

赤色に染まり,胞 体内に数個乃至数十個のCr. KEG

が散在して認められる.核 内は類 円形の色質 中心が

1.0～2.0μ大,紫 赤色に染まつている他は淡 明であ

る.皮質浅層(第1層 ～第4層)はKEGの 数が少

く,深層(第5層 ～第6層)に 行 くにつれて増加 し,

第5層の大錐体細胞内に特に多数認 められ,顆 粒 も

幾分大きいものが多い.し か し浅層は もちろん深属

においても全 く顆粒を欠 く細胞が比較的多 く存在す

る(写真1, 2).

皮質浅層神経細胞 においてはCr. KEGの 分布度

は(+)程 度のもの最 も多 く12例(85 .8%)で ある

(第1図),

第1表　 第1群 実 験 例

第1図　 皮質浅層神経細胞内Cr. KEG分 布度

皮質深層 においては(〓)程 度の ものが最 も多 く

8例(57.2%)で ある(第2図).

第2図　 皮質深層神経細胞内Cr. KEG分 布度

全 層 を 通 じて パ リッ ト水分 別 で顆 粒は ほ とん ど消

失 し, 0.5～2.0μ 大,類 円形 のCr. KELが わず か
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に残 るのみである.す なわち(-)程 度の ものが大

部分で,浅 層において は12例(85.7%),深 層にお

いても11例(78.6%)で ある(第3, 4図).

第3図　 皮質浅層神経細胞内Cr. KEL分 布度

第4図　 皮質深層神経細胞内Cr. KEL分 布度

2)第2群(症 候性癲癇群)(第2表)

症候性癲癇 患者16例 の標本 について検索 した.

顆粒の形は類 円形 で直 径1.0～4.0μ 位の大きさ

で紫 赤 色 に染 ま り,胞 体 内 に数 個 乃至数十個 の

Cr. KEGが 散 在 して 認 め られ る.核 内は淡明で類

円形1.0～2.0μ 大の色質中心が 紫 赤色 に染まつて

いる他 は顆粒を認 めない. KEGの 分 布 状態は第1

群と同様であ り,皮 質浅層より深層に行 くにつれて

顆粒は増加 して,と くに大錐体細胞内に多数認め ら

れる(写 真3, 4).

またKEGの 分布度につ いてみ るに,皮 質浅層神

経細胞内Cr. KEG分 布度は(+)程 度 のものが最

も多 く15例(93.7%)で あり,ま た皮 質 深 層 神経

細胞 において は(〓)程 度 の もの が最 も多 く12例

(75%)で あつて,第1群 と 比 較すれび僅 かに多 い

が,ほ とん ど同程度である(第1, 2図).

Gr. KELは 全 層を 通 じて バ リ ット水 分別でほと

ん ど消失 し, 0.5～2.0μ 大の顆 粒 が僅 かに残 るの

第2表　 第2群 実 験 例

みである,す なわ ち皮質浅層神経細胞においては

Cr. KELの 分布度は(-)程 度 の ものが最も多 く

15例(93.7%)で あり,深 層においても(-)程 度

の ものが最 も多 く14例(87.4%)で あつて第1群 の

場合 と全 く同様である(第3, 4図).

3)第3群(真 正癲癇群)(第3表)

真正癲癇 患者10例 の標本 について検索した.

顆粒の形 は類円 形 で直径1.0～4.0μ 位の大きさ

で紫赤色に染ま り,胞 体 内 に 十数個 乃至数十個の

Cr. KEGが 認め られる.核 内 は淡明で1.0～2.0μ

大の色質中心が紫赤色に染つている他は顆粒を認め

ない. KEGの 分布状態は前2群 と同様皮質浅層よ

り深層に行 くにつれて増加するがと くに大錐体細胞

内には顆粒が充満 して認め られ,顆 粒もまた大きい

第3表　 第3群 実 験 例
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ものが多い.顆 粒の分布度は前2群 より遙かに多い

印象を受ける(写 真5, 6).

皮質浅層神経細胞内Cr. KEG分 布度は(〓)程

度のものが最 も多 く7例(70%)で あ る(第1図).

皮質深層においては(帯)程 度の も〓が最 も多 く

7例(70%)で あつて,第1群,第2群 よ りもはる

かに多い(第2図).

Cr. KELは 前2群 と同じ く全 層 を 通じてパ リ ッ

ト水分別でほとん ど消失 し,類 円形0.5～3.0μ 大

のCr. BELが 僅かに残るのみであ る.す なわち皮

質浅層神経細胞 におけるCr. KEL分 布度 は(-)

程度のものが最 も多 く8例(80%)で あり,深 層に

おいて も(-)程 度の ものが最 も多 く,同 じく8例

(80%)で あつて,第1群,第2群 と 大 差 は な い

(第3,第4図),

4)第4群(真 正癲癇+痙 攣誘発 群)(第4表)

手術前日痙攣誘発試験を実施 した真正癲癇患者10

例の標本につ いて 検 索 した.

顆粒の形は類 円形で1.0～4.0μ 位の大 きさで紫

赤色に染まり,胞 体 内 に十数 個 乃至数十個 のCr.

 KEGが 認められ る.核 内は淡 明で1.0-2.0μ 大

の色質中心が紫赤色に染つている他は顆 粒を認めな

い. KEGの 分布の状態は前3群 と同 様皮質浅層よ

り深層に行 くにつれて増加 し,第3群 と同様 と くに

大錐体細胞内においては顆粒が充満.して認め られ,

顆粒もまた大きい ものが多い.

一般に顆粒の分布度は各群を通 じて最 も多い(写

真7, 8).

皮質浅層神経細胞内Cr. HEG分 布 度は(〓)程

度のもので全 部 占め られ10例(100%)で ある(第

1図).

皮質深層においては(〓)程 度 のものが最 も多 く

第4表　 第4群 実 験 例

9例(90%)を 占め,顆 粒を充満 した大錐体細胞が

多数認め られ,顆 粒の分布度は第3群 よ りもさらに

多 く,こ れはと くに深層神経細胞内に多い(第2図).

 Cr. KELは 前3辞 と同 じく全 層 を 通 じてパ リッ

ト水分別でほとん ど消失 し,類 円形0.5～3.0μ 大

のCr. KELが 僅 か に残 るのみであ る(写 真9).

す なわ ち皮質浅層神経細胞内Cr. KELの 分布度は

(-)程 度の もので全部占め られ10例(100%)で あ

り,深 層において も(-)程 度の ものが最 も多 く9

例(90%)で あつて大差はない(第3, 4図).

第2項　 Hg. KEG及 びHg. KELに ついて

第1項 におい てCr. KEG及 びCr. KELを 検索

した と同一群につ き,ほ ぼ同一個 所の大脳皮質を採

り,染 色 した標本について神経 細胞内のHg. KEG

及 びHg. KELを 検索 した.

その実験成績は大体においてCr. KEG及 びCr.

 KELと 同一 傾向を示 し,そ の分布 状態及び分布度

の各群間 における比較は第1項Cr. KE守 及びCr.

 KELの 場合 と全 く同様であ るの で,詳 細 な記載は
ま

省略 して写真及び図表のみを示す こととす る(写 真

10, 11, 12, 13, 14,第5, 6, 7, 8図).

第2節　 ニ ッスル灰 白におけるKEG及

びKELに ついて

第1項　 Cr. KEG及 びCr. KELに ついて

各群 とも第1節 と同 じ標本 について検索 した.

ー ッスル灰白における顆粒は一般 に神経細胞内の

それに比 して小 さいものが大部分を占めている.

Cr. KEGは いず れ の辞 において も. 0.3～2.0μ

大,類 円形,紫 赤色の顆粒が全層を通 じて極 めて多

数認め られる.す なわ ちその分布度は各群 とも全例

において浅層 も深層も(〓)程 度の もので 占め られ,

各群の差は全 く認め られない(写 真15, 16).

次 にCr. KELは 神経細胞内 にお けると同様各群

第5図　 皮質浅 層神経細胞内Hg. KEG分 布度
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第6図　 皮質深層神経細 胞内Hg. KEG分 布度

第7図　 皮質浅 層神経細胞内Hg. KEL分 布度

第8図　 皮質深層神経細胞内Hg. KEL分 布度

ともパ リ ッ卜水 分 別 では ほ とん ど消失 し, 0.3～

0.2μ 大,類 円形,紫 赤色の顆粒がわず か に残 るの

みであ る.

皮質浅層ニ ッスル灰白におけるCr. KELの 分布

度 は各群 とも(-)程 度の ものが最 も多 く,第1群

13例(92.9%),第2群14例(87.5%),第3群5例

(50%),第4群9例(90%)で ある(第9図).

皮質深層においても各群 とも(-)程 度の ものが

最 も多 く第1群14例(100%),第2群13例(81.3%).

第3群5例(50%),第4群9例(9041)で あつて

(第10図),浅 層,深 層 ともに第3群 においてやや多

いよ うであるが,こ れを以て直 ちに有意の差な りと

第9図　 皮質 浅 層ニ ッス ル灰 白 に 於 け るCr. KEL

分 布度

第10図　 皮 質深 層 ニ ッス ル灰 白に 於 け るCr. KEL

分 布度

はい い が たい.

第2項　 Hg. KEG及 びHg. KELに ついて

第1項 に おい てCr. KEG及 びCr. KELを 検索

した と同一群 につ き,ほ ぼ同一部 位の木脳皮質を採

り,染 色 した標本につ いてニ ッスル灰白内のHg.

 KEG及 びHg. KELを 検索 した.そ の実験成績は

大体 においてCr. KEG及 びCr. KELと 同一傾向

を示 し,そ の分布状態及び分布度の各群間における

比較は第1項Cr. KEG及 びCr. KELの 場合と全

く同様であ るので詳細な記載は省略 して図表のみを

示す こととす る(第11, 12図).

第11図　 皮質浅層ニ ッルス灰白に於けるHg. KEL

分布度
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第12図　 皮質深 層ニ ッスル 灰 白に 於 け るHg. KEL

分布度

第4章　 総 括 並 び に 考按

教室の榊原24),笠 井25),清 水26),大 杉27),西 本28),

立花22),新山23)等は潜 在 性 脳局ア家兎或は猫 にカ

ルヂアゾールを用いて痙攣誘発を行 ない,そ の痙攣

閾値が長期に亘つて低下 していることを明 らか にし

た.立 花22)はカルヂ アゾールに よ る痙攣閾値が低

下しているのは神経細胞が興奮状態 にあ るためでは

なかろうかと考え,核 酸の面よ りこれを追求 してい

る.す なわち潜在性脳局ア猫或は家兎を生成 し,最

終効果注射後2ケ 月までの もの について,そ の大脳

皮質神経細胞内BEGを 検索 し,こ れ が 増加 して

いることから潜在性脳局 ア猫或は家 兎の大脳皮質神

経細胞機能は正常に比 して亢進 しているとしてい る.

新山23)もまた潜在性脳局 ア猫 及 び家兎を生成 し,

最終効果注射後6ケ 月 頃 ま では正常大のKEGが

増加 していて大脳皮質神経細胞機能の亢進 がうかが

われると述べている.私 は真正癲癇患者における大

脳皮質神経細胞の機能的変化を最近の進歩せる核酸

の面より追求せんと試み,ま ず そのKESを 組織化

学的に検索してみたのである.

KE8は 浜崎教授15)の 考 案 したKFJ法 により

容易にかつ正確 に比較対照できるよ うになつたので,

非癲癇群,症 候性癲癇群,真 正癲癇群,真 正癲癇+

痙攣誘発群の4群 につ いてKEGの 変化を検索 し,

これが比較対照を試みたのである
.そ の結果ニ ッス

ル灰白においてはKEGは 無数 に存在 し各群間 に大

差を認めることができなかつた.こ れ に反 して神経

細胞内におけるKEGは,症 候性癲癇群では非癲癇

群に比しわずかに増加の傾向はあるが ほとん ど大差

はないけれども,真 正癲癇群にあつて はこの2者 に

比しKEGの 明らかな増加が認め られ,こ とに大錐

体細胞内において著明であるのはきわめて興 味ある

ことである.ま た真正癲癇+痙 攣誘発群で は単なる

真正癲癇群 よりもさらにKEGの 増加が認め られた.

飜つてKEGに つ い て みるに,浜 崎教授29)は こ

れ は低分子DNAに 属 し一見DNAの 中 間代謝の

よ うに考え られが ちであるが,決 してそのよ うな単

純な ものでな く,一 定の類脂質の代謝 と不即不離の

関係 にあ るという, KESの 分布は浜 崎17)及びその

門下 によ り詳細 に研究されたが,そ れによると蛋白

合成以外 の面で エネルギー消費の大 きな臓器 に多量

に存する傾 向があ るとされている.大 脳皮質神経細

胞 は膨大な突起を有するために想像以上に蛋白合成

が盛んではあるが神経機能を営むために大量のエネ

ル ギーを消費す るので細 腔内にはKESが 多 くあつ

てよいはずなのに,実 験成績にみ られる如 く神経細

胞内にはわずかに数個 乃至数十個み られ るの みで,

上記の事実 と矛盾す るよ うである.し か しなが らニ

ッスル灰 白内 に無数のKEGが 恐 らくは神経線維に

附着 して存在 して おるので,こ れを考慮に入れれば

何 等 矛盾 しな い こ とが 容 易 に了解できよう(浜

崎18)). Schmidt30)はFeulgen反 応 陽 性物質の過

剰生産があるときは細胞の機能九進が あるのではな

いかと言 つてい るが,浜 崎,佐 藤20)は ハ ッカネズ

ミにX線 照射を行い,組 織学的にKEGの 変化を検

索すると同時にFeulgen反 応を調べ,両 者 が同一

傾 向を とつて現われることを明 らかに し,こ のこと

を裏書 き している.す でに述べ た如 くFeulgeu反

応陽性物質は 高 分子DNAで あ り, KEGは 低分子

DNAで あるから両者が同一傾 向 を とつて現われ る

ことは何等 不 思 議 で は ない.し か も既述の如 く,

 KEGは エネルギー消費の盛んな臓器 に多 く存す る

のであ り,教 室 の榊原別),笠 井25),清 水25),大 杉27),

西本28),立 花22),新 山23)等 の 実 験 を綜合 して考え

ると痙攣閾値 の低下 と皮質神経細胞内KEGの 増加

とは相平行 しているこが うかがわれ興味ある ことで

あ る.立 花22),新 山23)は 神経 細胞内KEGの 増加

は神経細胞機能亢進状態 にあ るもの としてい るが,

以上述べ来つた ことか ら考えて この推論はあながち

無謀ではない ものと思 う.

果 して然 らば私 の実験において真正癲癇群の大脳

皮質前運動領(分 野6)神 経細胞内KEGが 増加 してい

ることはこの神経細胞が機能亢進状態すなわちhy

persenaitiveの 状態にあるものと解 される,し かも

その増加が第5層 の運 動性大錐体細胞にと くに多い

ということは病変発生機序か ら考えて きわめて意義

あることと思われ る.ま た真正癲癇+痙 攣誘発群の,
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ことに大錐体細胞内KEGが さ らに増加 して いろこ

とは前 旨の痙攣 によつてKEGが 神経細胞内に動員

増加 した ものと思われ,痙 攣の際 この神経細胞の機

能 は一層 亢進 を示 し,痙 攣直後 はこのKEGの 増加

した状態がなお存続 してい るのであろう.

次 にこの増加 したKEGは 外来性の ものか,或 は

内生性 のものかを考察 して み よ う.三 船21)は 組織

の死後変化 とKEGの 変化 に関す る実験 に実質変性

が起 ると細胞内に内生性KEGが 出現す るが,こ の

時KEGは 核膜の内外 に多数認め られ るとともに核

内が瀰漫性赤色を呈す ることを明 らか にしており,

浜 崎教授31)も核濃縮が起 ると核全 体 が瀰漫性 に呈

色 し,核 周辺に多数のKEGが 一時 に産出せ られ,

これ はリポイ ド変性に陥 り,バ リット水で分別で き

ないKELと な るものが非常に多いと述べている.

これに反 し私の実験で は す べ て の群 の神経細胞内

KEGは 原形質のみに存 し,核 膜 には 存在せずかつ

核内は淡明で瀰漫性赤色 に染ま らない.こ のことよ

りすべての群 の神経細胞内KEGは 内生 性のもので

はな く,外 来性の もので あることは明 らかであ ろ,

すなわち真正癲癇患者で痙攣誘発 を行つた もので も,

しない もので もともに大脳皮質前運動領神経細胞内

に増加 したKEGは 外来性KEGで あ る.立花22)は潜

在性脳局 ア猫における実験で,神 経細胞内KEGの

増加 とニ ッスル灰 白KEGの 減少とほぼ平行す るこ

とを明 らかに し,そ の理 由として神経細胞の機能が

亢進 しているため,エ ネルギー消費が増加 して ニ ソ

スル灰 白のKEGを 消費す る結 果であ ろうと論じて

いる.し か し新山23)は 潜在性 脳 局 ア家兎及び猫を

用 いた実験において,神 経細胞が退行変性を起 し,

細胞機能が むしろ減退 してい ると思われ る時期 にも

なおニ ッスル灰 白のKEGは 著明 な減少を示 してい

ることか ら,神 経細胞の機能が亢進 していて,ニ ッ

スル灰白のKEGが 消費される ということのほか に,

かか る時期 には血管攣縮があ るたあ,ニ ッスル灰白

に輸 入され るべ きKEGが 減少す るためニ ッスル灰

白のKEGが 減少す ろことも一因であ ろと述 べてい

る.

私の実験においてはすべての群のニ ッスル灰 白に

増減が見 られなかつたのであるが,こ れ はニ ッスル

灰白のKEGが 余 りにも無数に存するため,神 経細

胞内KEGの 増加の供給 に応ず るため に少 しぐらい

消費 されて も目立 たないためであ ろうか.し か しこ

の真正癲癇 患者皮質神経 細胞 内増加 の外来 性KEG

の起源 は俄 かには断 じ難 い.

なお症候性癲癇 患者ではその大脳皮質前運動領神

経細胞内KEGに 増加があまり見られなかつたこと

か ら,症 候性癲癇 にあつては従来 からもいわれてい

るように格別神経 細 胞がhypersensitiveに はなっ

て いないことを示す ものであつて,痙 攣準備状態に

あ るといいがた く,こ れは蓋 し当然のことであろう,

最後にHg. KESに つ いて一言 しよう.浜 崎32)に

よればHg. KESはKESの 代 謝 終末産物で細胞間

跡 に多 く存する とい われ る.教 室の立花物 も,猫

の大脳皮質運動領 について検索を行い,神 経細胞内

にはCr. KEGに 比 してHg. KEGが やや少いよう

にみ うけ られ,ー ッスル灰 白に おいてはHg. KEG

の方がやや多いようにみ うけ られるといつているが,

私の成績では神経細胞内並びにニ ッスル灰白内とも

にHg. KEGの 方がCr. KEGに 比 して やや少いよ

うにみ うけられ た.し かし一般にCr. KEGに 比し

て顕著な差異は認め られなかつた.

以上本研究によつて症候性癲癇患者の大脳皮質神

経細胞は さ ほ どhypersensitiveで なく,一 見何ら

の器質的変化の認め られない真正癲癇患者の大脳皮

質神経細胞がhypersensitive,す なわち痙攣準備状

態にあることを組織化学的に証明 しえたものと信ず

る.

第5章　 結 論

1)非 癲癇群,症 候性癲癇群,真 正癲癇群及び真

正癲癇+痙 攣誘発群の4群 についてそれぞれその大

脳皮質前運動領(分 野6)の 神経細胞内並びにニッ

スル灰 白のCr. KEG, Cr. KEL,及 びHg. KEG Hg.

 KELを 検索 した.

2)真 正癲癇 患者においては大脳皮質前運動領神

経細胞内KEGの 増 加 を認 め た.こ の神経細胞内

KFGの 増加は その神経細胞の機能亢進状態にある

もの と解 され る.

3)真 正癲癇患者にカルヂアゾール痙攣誘発を行

つた ものの大脳皮質前運動領神経細胞内KEGは 前

者よ りさ らに増加を認めた.

4)症 候性癲癇 患者では大脳皮質前運動領神経細

胞内KEGの 増加はみ られなかつた,従 つて症候性

癲癇患者の大脳皮質神経細胞は格別機能亢進状態に

ないもの と解 される.

5)ー ッスル灰白のKEGは 各群すべて無数に存

し,そ の間に大差は認 められなかつた.

6)一 般に大脳皮質 前運動領神経細腔内KEGは

浅層 より深層 に多 く,と くに大錐体細胞内に多く認
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められた.

7)一 般に大脳皮質前 運動領神経細 胞内並びにニ

ッスル灰白のKELは きわめて少量認あ られ るに過

ぎなかつた.

8) Cr. KEGとHg. KEGと の間に大差はなかつ

た.

擱筆す るにあた り終始御懇篤な る御指導 と御校閲

を賜つた恩師陣内教授に感謝の誠 を捧げ,併 せて病

理学浜崎教授並びに第1外 科教室田中助教授の御援

助に深甚な る謝意を表す.
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Histochemical studies on the cerebral cortex of epileptics.

Part 1. On ketoenolic graules (low molecular DNA) 

in the cerebral cortex of epileptics.
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In epileptics the premotor area of the cerebral cortex was resected and the tissue was 

fixed, inbedded in paraffin and sectioned in 4ƒÊ slices. The specimen was stained by 

HAINAZAKI KFJ-method and the ketoenolic granules (KEG) were investigated and its dis

tribution was studied.

1. In idiopathic epileptics KEG increased. After the metrazol provocation it increased 

more intensively.

2. In symptomatic epileptics no increasing was found.

3. Generally in the nerve cells in premotor area in cerebral cortex KEG was found more 

in deeper layers than in superficial layers, especially most in the large pyramidal cells.

As above mentioned it is confirmed histochemically that the nerve cells in the cerebral 

cortex of symptomatic epileptics were not so hypersensitive. On the contrary in idiopathic 

epileptics, which no organic changes were seen, they were hypersensitive.
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三 宅 論 文 附 図

写真1　 No. 7脳 下垂 体腫 瘍 患 者　 皮 質 浅 層

神 経細 胞内Cr. KEG(+)600

写 真2　 No. 7脳 下 垂 体腫 瘍 患 者　 皮 質 深 層

神 経 細 胞内Cr. KEG(〓)600×

写真3　 No. 4症 候性癲 癇 患者　 皮 質 浅 層神

経細 胞内Cr. KEG(+)600×

写真4　 No. 4症 候 性 癲 癇 性者　 皮質 深層 神

経 細胞 内Cr. KEG(〓)600



4558 三 宅 明

三 宅 論 文 附 図

写真5　 No. 3真 正癲癇 患者　皮質 浅層神経

細胞 内Gr. KEG(〓)600×

写真6　 No. 3真 正癩癇 患者　皮質深層神経

細胞 内Cr. KEG(〓)600×

写真7　 No. 43真 正癲 癇+痙 攣 誘発 患者　 皮

質浅層神経細胞内Cr. KEG(〓)600×

写 真8　 No. 43真 正 癲 癇+痙 攣 誘発 患者　 皮

質深 層 神経 細 胞内Cr. KEG(〓)600×
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三 宅 論 文 附 図

写真9　 No. 43真 正癲癇+痙 攣誘発患者　 皮質

深層神経細胞内Cr. KEL(±)600×

写真10　 No. 7脳 下垂 体腫瘍患者　 皮質深層

神経細胞内Hg. KEG(〓)600×

写真11　 No. 4症 候 性癲 癇 患者　 皮 質 深 層神

経細 胞内Hg. KEG(〓)600×

写真12　 No. 3真 正 癲 癇 患 者　 皮 質浅 層神 経

細 胞 内Hg. KEG(〓)600×
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写 真13　 No. 3真 正癲 癇 患 者　 皮 質深 層 神経

細 胞 内Hg. KEG(〓)600×

写 真14　 No. 43真 正癲 癇+痙 攣 誘 発患者　 皮質

深 層 神 経細 胞 内Hg. KEG(〓)600×

写 真15　 No. 7脳 下 垂 体 腫 瘍 患 者　 皮

質深 層ニ ッス ル灰 白Cr. KEG(〓)

強 拡大

写 真16　 No. 3真 正癲 癇患 者　 皮質深

層 ニ ッスル灰 白Cr. KEG(〓)

強 拡 大


